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26 アジ研ワールド・トレンド No.263（2017. 9）
火事後に倒れるパラソル
ロンサムレム島の風景
ロンサムレム島のビーチ
立地している。完成した縫製品は国道4号線を通って、
シアヌークビル港に運ばれる。目立った工業品の輸出
がないカンボジアにとって、この港から輸出される縫
製品は、経済の生命線といえる。
シアヌークビルには、カンボジアでは珍しい鉄道と
駅舎もある。プノンペンから線路が敷設されており、
最近やっと旅客鉄道が開始された。プノンペンからシ
アヌークビルまで約8時間かかると聞いた。車窓風景
を楽しむには、長すぎる。プノンペンのマッサージ店
で、「ヘッドスパ3時間コース」と見たのを思い出す。
長すぎる。
●これからの反応
シアヌークビルと聞いて、「ビーチリゾートと物流
拠点ね」、と反応があれば、望外の喜びである。くれ
ぐれも、「火事あったとこね」、とならないことを祈る
ばかりだ。
たなか　きよやす／アジア経済研究所　在プノンペン海外派遣員
2015年12月～現在まで、カンボジアの王立プノンペン大学開
発学部に客員教授として赴任。大学院で国際経済学と統計プロ
グラムを教える。趣味はスイミングとテニス。
27アジ研ワールド・トレンド No.263（2017. 9）
ロンサムレム島の兵隊駐屯軍No.4
鉄道のシアヌークビル駅
ロンサムレム島に住む人の住居
ロンサムレム島の学校入口
シアヌークビル駅のホーム
